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１ 概  況 

(1) 総 括 事 項 

 令和３年度の下水道事業については、上下水道ビジョン計画を推進するなかで、下水道

の使命である生活環境の改善、公共用水域の水質保全、浸水の防除に鋭意取り組むととも

に、維持管理費や支払利息等の管理経費節減を図るなど、経営の健全化に努めました。 

 上下水道事業に関連する民間の技術力を生かし、将来にわたる技術水準の確保と効率的

な業務の遂行に努めるため、下水道施設の維持管理では包括的維持管理業務委託を引き続

き実施しました。また、これまでの料金徴収業務委託に排水工事関連業務を加えた包括的

業務委託を実施するなど、さらなる業務の効率化を図りました。 

下水道施設整備事業では、公共下水道及び特定環境保全公共下水道整備を進め未普及地

域の解消を図るなか、下水道ストックマネジメント計画に基づき、市中心部における老朽

下水道管路の更新事業を進めるとともに、浸水対策として水害ハザードマップの作成や蓮

花寺東雨水枝線整備事業の着手、基幹施設整備として、四屋浄化センターの最終沈殿池電

気・ポンプ設備改築工事や伏木汚水中継ポンプ場の破砕機改築工事などを実施しました。 

 

＜普 及 状 況＞ 

本年度末における処理区域面積は 4,521.68haで前年度に比べ 19.42haの増加。また、処

理区域内人口は 158,086人で前年度に比べ 1,376人減少し、普及率は 94.9％となりました。 

 

＜財 政 状 況＞ 

本年度の収益的収支については、事業収益 5,722,259,577円、事業費用 5,064,283,019

円で収支差引 657,976,558円の当年度純利益を計上しました。 

資本的収支については、資本的収入額 3,971,007,025円、資本的支出額 6,312,557,125

円で不足する額 2,341,550,100円は、減債積立金 550,428,292円、過年度分損益勘定留保

資金 613,172,221円、当年度分損益勘定留保資金 1,099,573,487円及び当年度分消費税及

び地方消費税資本的収支調整額 78,376,100円で補てんしました。 

 


